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陳 情 文 書 表 

平２７陳情第１号 平成２７年２月２０日受理 

件  名 公共施設の使用料値上げ方針の撤回を求める陳情 

 

陳 情 者 

  

陳 情 の 要 旨 

秦野市は、公共施設使用料を現行の２．５倍～３倍にするとした、秦野市公共施

設の利用者負担の適正化に関する方針について、広報はだの平成２６年９月１日号

で、市民からパブリックコメントによる意見を募集すると発表しました。 

しかし、市民への周知方法は、公民館などでの資料閲覧のほか、秦野市のホーム

ページへの掲載であったため、多くの市民へは伝わらず、結果的に私たちの周りの

人たちは、ほとんど知らない状況でした。 

私たち市民は、最も身近で手軽に利用できる公民館などの公共施設を活用し、文

化、芸術、スポーツなどの活動を通して交流を深めることにより、市民力を高め、

元気で住んでよかったと思えるまちの実現を目指しています。 

公民館使用料は、生涯学習の理念などから、もともと無料であったものが、秦野

市では、平成１７年７月から有料となり、今回、新たに値上げの方針が出されまし

た。 

このような大幅値上げは、市民への負担が大きいため、「これまでの活動ができな

くなる」、「委縮します」など、不安の声が多く寄せられています。これでは、市が

掲げる「住みやすいまち」、「住んでよかったまち」、「住み続けたいまち」の実現と

逆行するのではないでしょうか。 

私たちの暮らしは、消費税増税、公共料金の値上げ、物価高騰などが重なり、こ

れ以上の負担は限界であるため、公民館など公共施設の使用料値上げ方針を撤回し

ていただくよう陳情いたします。 

 

陳情事項 

１ 公民館など公共施設の使用料値上げの方針を撤回すること。 
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陳 情 者（３０団体） 

 

 


